
～みんなちがって、みんないい～ 
 

 

 新生活がスタートして約２カ月が過ぎました。初めはお互いのことがよくわからないまま  

過ごしていたと思います。しかし、授業や行事など学校生活を共に過ごす中で、お互いの考えを

伝え合うことが増えると、自分と友だちとは性格や考え方が違うことに気がつくでしょう。 

そして、その違いに戸惑いや悩みをもつことが出てくるのも、このころです。 

小学校の教科書にも載っているこの詩は、金子みすゞさんの代表的な作品の一つ

です。私たちには、できること（得意なこと）とできないこと（不得意なこと）が

あり、お互いに真似のできない素晴らしい長所があるからこそ、みんな大切なんだ、

ということを教えてくれています。 

人は誰しも、素晴らしい面を持っています。皆さんは自分自身の良いところ（長所）に気づい

ていますか。まだ見つからないという人は、自分を見つめなおしてみましょう。同じように、  

皆さんの周りにいる友達にも良いところ（長所）があるはずです。 

大切なことは、お互いが自分のことも周りの友達のことも良さを認め合い、尊重し合うこと 

だと思います。そのことを伝え合うことができれば、一人ひとりが自分らしく、安心して生活 

できるのではないでしょうか。 

 

 

先日、市内の中学校では運動会が開催されました。ある学校の応援合戦では、コロナ禍でこれ

まで禁止されていた一般団員の声出しが解除され、応援団員とともに大きな声をだすことができ

たようです。競技前後のあいさつ、すばやい行動、話を聴く姿勢など、総合得点に入らない   

ところまで立派でした。わずかな滞在時間でしたが、そんな中学生の

姿に大変感動しました。 

多くの保護者や地域の方に見守られ、生徒たちと先生方が一体と 

なっていた、素晴らしい運動会でした。 
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 茂原市教育委員会 
茂原市青少年指導センター 
〒２９７－００３７ 
茂原市早野１７－１ 
相談電話 ０４７５－２２－００８０ 
一般電話 ０４７５－２２－４４６６ 
F A X ０４７５－２２－００８０ 

私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、 

飛べる小鳥は私のように、地面（じべた）を速くは走れない。 

私がからだをゆすっても、きれいな音は出ないけど、 

あの鳴る鈴は私のように、たくさんな唄は知らないよ。 

鈴と、小鳥と、それから私、みんなちがって、みんないい。 

金子みすゞ『 私と小鳥と鈴と 』 



 

 

≪補導状況≫ １２人      ≪相談状況≫ ６件 

自転車の乗り方について 

並進 ノーヘル 

９ ３ 

≪不審者情報≫ ３件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◎これまでの不審者情報については、茂原市ＨＰ「わが街ガイド」に掲載しています。 
 二次元コードを読み込むと、わが街ガイドのサイトにアクセスすることができます。 

 

『あ な た を さ さ え ま す』 
【一生を笑顔で暮らせる願いを込めて・・・】 

その他 

６ 

月／日 時間 場所 概 要 その他 

４／２５ １５：１５ 萩原町 

下校中、黒い軽自動車
に後をつけられた。車
を降りて近づいてきた
ので逃げた。 

４０～５０代 
男性 
黒い服 

４／２７ １５：15 萩原町 
小学校に遊びに来る際
に、白い車とすれ違っ
た。その車がＵターン
して近づいて来た。車
を停めて降りてきたの
で危険だと感じて逃げ
た。 

眼鏡をかけた 
白髪の男性 

４／２8 １５：15 萩原町 

青少年の補導・相談状況 不審者情報 令和５年４月２２日～令和５年５月２１日まで掲載 

◆ 相 談 窓 口 ◆ 
悩んだら 悩み始めたら 話してすっきり １人で悩まないで！ 
家庭生活 学校生活 いじめ 不登校 非行 何でも相談してください。 

 

茂原市青少年指導センター相談窓口  
○電話相談 ０４７５－２２－００８０  ○メール相談 

  （平日９時～１６時３０分）       seishonen@city.mobara.chiba.jp 

茂原市不審者出没地域 

 

 

 

 

 

 

 

ここ最近、茂原市や近隣町村で
不審者の情報が多くなってきま
した。なるべく一人にならず、
「いかのおすし※下図」を守って
安全に登下校しましょう。 

「 いか・の・お・す・し 」 ～ 自分を守る、大切な言葉 ～ 

知らない人には 
ついて「いか」ない 

知らない車には 
「の」らない 

「たすけて！」と「お」
おきな声をだす 
防犯ブザーをならす 

こわかったら 
「す」ぐにげて
その場からはな
れる 

どんな人が、なにを
したのかを大人に
「し」らせる 


